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天
皇
皇
后
両
陛
下
が
御
結
婚
さ
れ
た
の

は
昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
年
）四
月
十

日
で
し
た
。
明
年
、
平
成
三
十
一
年
は
陛

下
の
御
即
位
三
十
年
の
年
で
あ
る
と
同
時

に
、
御
結
婚
六
十
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

ご
ざ
い
ま
す
。
御
結
婚
当
時
は
神
武
景
気

に
よ
り
戦
後
復
興
を
果
た
し
、
国
民
の
生

活
も
安
定
し
、
豊
か
さ
の
象
徴
と
な
っ
た

白
黒
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
は
三
種

の
神
器
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ク
ー
ラ
ー
、
自
動
車
が
新

三
種
の
神
器
と
呼
ば
れ
、
平
成
に
な
っ
て

か
ら
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー

ダ
ー
、
薄
型
テ
レ
ビ
が
デ
ジ
タ
ル
三
種
の

神
器
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
三
種
の
神
器
と
は
、
天
照

大
御
神
が
孫
で
あ
る
邇に

に
ぎ
の
邇
藝
命み

こ
と

に
、
天
上

界
か
ら
降
臨
す
る
際
に
授
け
た
八や

た
の
か
が
み

咫
鏡
、

八や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま

尺
瓊
勾
玉
、
草く

さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

薙
剣
を
い
い
、
皇
位
継

承
の
証
と
し
て
新
た
な
天
皇
に
継
承
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
中
で
も
草
薙
剣
は
須
佐
之

男
命
が
英
雄
神
と
し
て
成
長
す
る
神
話
の

段
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
須
佐
之
男
命
が
出
雲
の
国
の
簸ひ

の
川
の
辺
り
に
く
る
と
、川
上
か
ら
箸
が
流
れ
て
く
る
の
で
、の
ぼ
っ
て
い
く
と
家
の
中
で
娘
が
一
人
、

年
老
い
た
両
親
と
泣
い
て
い
ま
し
た
。
娘
の
名
は
稲
田
姫
命
。
親
の
名
は
大
山
祇
命
の
子
で
、
足あ
し
な
づ
ち
の
み
こ
と

摩
乳
命
、
手て

な
づ
ち
の
み
こ
と

摩
乳
命
と
い
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
須
佐
之
男
が
理
由
を
聞
く
と
、
足
摩
乳
は
世
に
も
恐
ろ
し
い
話
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
山
奥
に
八
岐
大
蛇
と
い
う
頭
が
八
つ
も

あ
る
怪
物
が
住
み
、
一
年
に
一
度
こ
の
里
に
で
て
き
て
は
、
娘
を
一
人
ず
つ
食
べ
る
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
八
人
も
い
た
足
摩

乳
の
娘
も
、今
で
は
稲
田
姫
だ
け
に
な
り
今
年
も
ま
た
大
蛇
が
娘
を
食
べ
に
く
る
時
期
だ
と
い
う
事
で
す
。話
を
聞
い
た
須
佐
之
男
は
、

大
蛇
を
退
治
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
強
い
酒
を
置
き
そ
れ
を
飲
ん
で
寝
て
し
ま
っ
た
大
蛇
に
そ
っ
と
忍
び
よ
る
と
、
須
佐

之
男
は
手
に
し
た
剣
で
大
蛇
め
が
け
て
切
り
か
か
り
ま
し
た
。
気
づ
い
た
大
蛇
は
須
佐
之
男
め
が
け
て
飛
び
か
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、

酔
っ
ぱ
ら
っ
た
大
蛇
を
ひ
ら
り
と
か
わ
し
、
次
々
と
切
り
倒
し
て
見
事
退
治
し
ま
し
た
。
最
後
に
尾
を
切
っ
た
と
き
、
立
派
な
剣
が
で

て
き
ま
し
た
。
名
を
草く
さ
那な

藝ぎ

之の

大た

刀ち（
別
名
草
薙
剣
、
天あ

め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

叢
雲
剣
）と
い
い
ま
す
。
大
蛇
も
退
治
さ
れ
、
出
雲
の
国
に
ま
た
平
和
が
戻
り

ま
し
た
。
大
蛇
の
尾
か
ら
出
て
き
た
剣
は
天
照
大
御
神
に
奉
ら
れ
ま
し
た
。
須
佐
之
男
は
稲
田
姫
と
暮
ら
す
宮
を
建
て
、
和
歌
を
お
詠

み
に
な
ら
れ
た
の
で
し
た
。「
八
雲
た
つ　
出
雲
八
重
垣　
つ
ま
ご
み
に　
八
重
垣
つ
く
る　
そ
の
八
重
垣
を
」
こ
の
歌
は
八や
く
も
し
ん
え
い
か

雲
神
詠
歌

と
い
わ
れ
、
和
歌
の
初
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

奉
祝　
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
㈢

三
種
の
神
器

八や
ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇
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本
年
は
畏
き
辺
り
よ
り
御
勅
使
に
掌
典
の
堤
公
長
様
の
御

参
向
を
頂
き
楽
師
に
よ
り
東あ
ず
ま

游あ
そ
び

の
奉
奏
を
頂
き
ま
し
た
。
神

社
本
庁
統
理
の
御
名
代
に
一
條
神
社
川
村
公
彦
宮
司（
高
知

県
）、
大
野
総
代
会
長
は
じ
め
下
町
の
小
山
正
博
祭
典
年
番
長

及
び
氏
子
総
代
、
ま
た
埼
玉
県
神
社
庁
の
中
山
高
嶺
庁
長
、

県
内
神
職
、
崇
敬
者
約
三
百
名
御
参
列
の
中
、
午
前
十
時
よ

り
厳
粛
に
行
わ
れ
皇
室
の
弥
栄
と
氏
子
崇
敬
者
の
幸
福
が
祈

念
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
町
内
の
山
車
神
輿
は
参
向
さ
れ
る
勅
使
の
お
出
迎
え
の
為
、

三
の
鳥
居
か
ら
神
橋
の
間
に
約
四
十
基
が
並
び
ま
す
。
そ
の
役

目
を
終
え
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
に
帰
り
曳
行
さ
れ
ま
す
。

　
勅
祭
社
と
は
天
皇
陛
下
の
使
い
で
あ
る
勅
使
が
例
祭
に
差

遣
さ
れ
、
幣
帛
が
奉
奠
さ
れ
る
神
社
の
こ
と
で
、
現
在
は
、

伊
勢
の
神
宮
は
別
格
と
し
て
全
国
に
十
六
社
ご
ざ
い
ま
す
。

例
祭

神み

酒き

所し
ょ

並
び
に
山だ

車し

神み

輿こ
し

勅
祭
社

御輿渡御写真提供：公益社団法人さいたま観光国際協会
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中山道まつり写真提供：公益社団法人さいたま観光国際協会

　
八
月
二
日
神
幸
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
古
く
は
旧
暦
六
月
十
五
日
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
明
治
の

御
代
の
例
祭
日
変
更
に
伴
い
現
行
の
八
月
二
日
と
な
り
ま
し
た
。
本
殿
に
て
御
神
霊
を
神
輿
に
お
遷
し
し
、

渡
御
、
神
池
の
水
で
清
め
た
神
橋
に
神
輿
を
安
置
し
橋
上
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
神
池
の
東
を

周
り
本
殿
へ
と
還
御
、
午
後
六
時
半
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
中
山
道
ま
つ
り
は
当
社
例
祭
に
合
わ
せ
大
宮
駅
東
口
前
を

会
場
に
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
日
は
十
七
時
か
ら

二
十
一
時
、
二
日
は
十
七
時
か
ら
二
十
二
時
ま
で
で
、
御
輿

の
揃
い
渡と

御ぎ
ょ

・
山
車
の
揃
い
巡
行
、
民
踊
、
阿
波
お
ど
り
、

太
鼓
演
奏
な
ど
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
様
々
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
橋
上
祭
は
特
殊
神
饌
と
し
て
小
麦
ご
は
ん
や
直
酒
、
鱚
の

干
物
等
を
始
め
十
七
台
の
神
饌
を
お
供
え
し
、
齋
場
で
直
会

ま
で
行
う
珍
し
い
祭
典
で
す
。
神
輿
な
ど
の
担
ぎ
手
と
な
る

輿
丁
に
旧
神
領
地
の
六
町
内（
堀
の
内
、
土
手
、
大
成
、
上
落

合
、
新
開
、
東
大
成
）と
氏
子
青
年
会
あ
わ
せ
約
百
名
の
方
に

御
奉
仕
頂
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
祭
員
の
他
、
威
儀
物
を
捧

持
す
る
者
、
雅
楽
を
奏
す
る
伶
人
等
、
輿
丁
を
含
め
約

百
六
十
名
の
御
列
と
な
り
ま
し
た
。

神じ
ん

幸こ
う

祭さ
い

中
山
道
ま
つ
り

橋
き
ょ
う

上
じ
ょ
う

祭さ
い
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七
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
さ
い

た
ま
市
中
学
生
職
場
体
験
事
業
「
未

来
く
る
ワ
ー
ク
体
験
」
で
さ
い
た
ま

市
立
大
成
中
学
校
の
生
徒
四
名
を
、

同
じ
く
七
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で

さ
い
た
ま
市
立
大
宮
北
中
学
校
の
生

徒
三
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
境
内

清
掃
や
お
札
の
授
与
の
他
、
最
終
日

に
は
舞
殿
に
て
豊
栄
の
舞
を
奉
奏
頂

き
ま
し
た
。

　
七
月
十
三
日
午
前
十
一
時
、
株
式

会
社
武
蔵
野
銀
行
様
よ
り
小
麦
の
御

奉
納
を
頂
き
ま
し
た
。
御
篤
志
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
七
月
十
五
日
午
前
十
時
、
献
詠
祭

を
執
り
行
い
「
綿
津
見
」
を
兼
題
に

八
雲
会
会
員
の
和
歌
が
奏
上
さ
れ
ま

し
た
。

　
八
月
十
五
日
午
前
九
時
半
、
献
詠

祭
を
執
り
行
い
「
雷
神
」
を
兼
題
と

し
て
八
雲
会
会
員
の
和
歌
が
奏
上
さ

れ
ま
し
た
。

　
八
月
十
五
日
午
前
十
一
時
半
、
当

社
宮
司
が
兼
務
の
埼
玉
縣
護
國
神
社

に
て
み
た
ま
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
遺
族
会
会
員
や
県
内
神
職
な
ど

約
四
百
名
御
参
列
の
中
、
厳
粛
に
斎

行
致
し
ま
し
た
。

　
七
月
三
十
一
日
午
前
十
時
、
例
祭

前
日
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
六
日
午
前
九
時
よ
り
例

さ
い
た
ま
市
職
場
体
験

武
蔵
野
銀
行
小
麦
奉
納

献
詠
祭

献
詠
祭

埼
玉
縣
護
國
神
社
み
た
ま
祭

例
祭
前
日
祭

例
祭
前
清
掃
奉
仕

社
頭
往
来

祭
前
に
神
域
内
の
清
掃
が
持
ち
回
り

の
当
番
町
で
あ
る
三
橋
、
上
小
町
の

氏
子
、
奉
仕
団
体
の
敬
神
婦
人
会
、

氏
子
青
年
会
、
神
社
関
係
団
体
の
八

雲
睦
会
、
解
脱
会
の
皆
様
に
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。



第七号 武　蔵　一　宮 （６）

　
平
成
三
十
一
年
正
月
に
御
奉
仕
頂

く
助
勤
奉
仕
の
希
望
者
に
向
け
説
明

会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
一
日
か
ら

七
日
ま
で
で
男
子
約
四
十
名
、
女
子

約
百
三
十
名
募
集
の
予
定
で
す
。
八

月
二
十
五
日
に
第
一
回
説
明
会
、
九

月
二
十
四
日
に
第
二
回
説
明
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　
九
月
六
日
、
七
日
第
六
十
九
回
全

国
敬
神
婦
人
大
会
神
奈
川
大
会
に
あ

た
り
敬
神
婦
人
会
の
会
員
十
九
名
参

加
の
も
と
、
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
川
崎
市
鎮
座
の
溝
口
神
社
に

正
式
参
拝
致
し
ま
し
た
。

　
九
月
八
日
午
前
九
時
半
、
日
本
吟

道
奉
賛
会
に
よ
り
第
四
十
三
回
吟
詠

剣
詩
舞
奉
納
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
は
舞
殿
に
て
、
午
後
は
呉

竹
荘
に
移
動
し
、
合
わ
せ
て
百
十
題

の
詩
吟
の
奉
納
を
頂
き
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
六
日
午
前
十
時
、
株
式

会
社
マ
ス
セ
イ
様
参
列
の
も
と
、
神

鏡
研
磨
修
復
奉
納
奉
告
祭
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
神
鏡
は
、
か

つ
て
拝
殿
に
奉
安
し
て
い
た
物
で
、

　
八
月
二
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
四

時
ま
で
氷
川
神
社
呉
竹
荘
に
お
い
て

婚
礼
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

婚
礼
衣
装
や
引
出
物
の
展
示
の
他
、

写
真
や
動
画
撮
影
の
相
談
な
ど
を
承

り
、
三
十
一
組
の
方
々
の
御
来
場
を

頂
き
ま
し
た
。
尚
、
婚
礼
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
や
御
案
内
は
社
務
所

一
階
の
婚
儀
部
受
付
に
て
承
っ
て
お

り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
御
来
社
下
さ

い
。

助
勤
説
明
会

敬
神
婦
人
会
研
修
旅
行

吟
道
奉
賛
会

神
鏡
研
磨
奉
納
奉
告
祭

婚
礼
展
示
会

現
在
は
御
祈
祷
殿
に
奉
安
し
て
お

り
ま
す
。
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七
月
二
十
五
日
、
明
治
天
皇
御
親

祭
百
五
十
年
大
祭
を
奉
祝
す
る
記
念

碑
建
立
に
あ
た
り
地
鎮
祭
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
事
業
の
楼

門
内
廻
廊
の
石
畳
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
第
一
期
工
事
が
東
側
廻
廊
か

ら
始
ま
り
十
月
末
に
終
了
予
定
、
第

二
期
工
事
は
平
成
三
十
一
年
二
月
か

ら
七
月
に
か
け
て
西
側
廻
廊
を
実
施

予
定
、
第
三
期
工
事
が
例
祭
終
了
後

か
ら
九
月
末
に
か
け
て
残
り
部
分
を

実
施
予
定
で
す
。

明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
大
祭

奉
祝
記
念
碑
建
立
記
念
事
業

　
九
月
十
五
日
午
前
十
時
、
献
詠
祭

に
併
せ
敬
老
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。「
台
風
」
を
兼
題
と
し
て
八
雲

会
会
員
の
和
歌
が
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
十
三
日
午
前
十
一
時
半
、
川

田
秀
夫
様
よ
り
書
家
の
金
田
石
城
氏

作
の
屏
風
を
奉
納
頂
き
、
奉
告
祭
を

行
い
ま
し
た
。
御
篤
志
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
九
月
二
十
三
日
午
前
十
一
時
、
表

千
家
同
門
会
埼
玉
支
部
に
よ
る
献
茶

式
が
執
り
行
わ
れ
、
而
妙
斎
千
宗
旦

宗
匠
の
御
奉
仕
に
て
神
前
に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
献
茶
を
奉
安
す
る
案
は

同
門
会
七
五
三
守
芳
様
よ
り
奉
納
を

頂
き
ま
し
た
。

　
九
月
三
十
日
、
埼
玉
県
茶
道
協
会

に
よ
る
秋
の
茶
会
が
勅
使
館
及
び
呉

竹
荘
に
て
開
催
さ
れ
、
来
賓
の
上
田

知
事
他
約
四
百
名
の
参
加
者
で
賑

い
、
茶
の
湯
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
三
日
午
前
十
時
、
敬
神

崇
祖
の
誠
心
を
御
奉
告
す
る
秋
分
祭

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
宮
中
で
は
秋

季
皇
霊
祭
が
行
わ
れ
る
に
あ
た
り
、

祭
典
前
に
宮
中
の
皇
霊
殿
を
遙
拝
致

し
ま
し
た
。

献
詠
祭
併
せ
敬
老
祭

屏
風
奉
納

表
千
家
献
茶
式

埼
玉
県
茶
道
協
会
秋
の
茶
会

秋
分
祭
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氷
川
神
社
で
は
年
間
に
七
十

ほ
ど
の
祭
典
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
、
四
十
ほ
ど
の
祭
典
で
は
本

殿
祭
の
後
、
摂
末
社
を
巡
拝
し

ま
す
。
巡
拝
の
順
は
拝
殿
か
ら

東
門
を
出
て
、①
門
客
人
神
社
、

②
御
嶽
神
社
、
③
六
社（
住
吉

神
社
・
神
明
神
社
・
山
祇
神
社
・

愛
宕
神
社
・
雷
神
社
・
石
上
神

社
）、
④
天
津
神
社
、
⑤
稲
荷

神
社
、
⑥
宗
像
神
社
、
⑦
宗
像

神
社
前
の
西
側
か
ら
東
を
向
き

鹿
島
神
宮
及
び
香
取
神
宮
を
遙

拝
、
⑧
東
側
か
ら
西
を
向
き
伊

勢
の
神
宮
を
遙
拝
、
⑨
松
尾
神

社
、
⑩
松
尾
神
社
前
か
ら
南
を

向
き
天
満
神
社
を
遙
拝
し
社
務

所
へ
と
還
り
ま
す
。

　
御
祭
神
の
足
摩
乳
命
と
手
摩
乳
命
は
御

本
殿
で
祀
ら
れ
る
稲
田
姫
命
の
御
両
親
に

あ
た
り
ま
す
。
須
佐
之
男
命
が
大
蛇
を
退

治
し
た
後
に
、
稲
田
姫
命
を
め
と
り
須
賀

宮
を
造
ら
れ
た
際
に
稲い

な
だ
の
み
や
ぬ
し
す
が
の
や
つ

田
宮
主
須
賀
之
八

耳み
み
の
か
み神
と
い
う
名
を
授
け
、
守
護
を
任
ぜ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
足
摩
乳
命
、
手
摩
乳

命
は
家
屋
の
守
護
神
、
門
戸
の
守
護
神
と

し
て
深
く
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
文
禄

五
年
八
月
に
再
建
さ
れ
た

社
殿
は
か
つ
て
参
道
の

十
六
丁
目
付
近
に
鎮
座

し
、
現
在
の
社
殿
は
寛
文

七
年
三
月
に
造
営
遷
座
さ

れ
た
も
の
で
、
市
の
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

祭
典
後
の
巡
拝

氷
川
神
社
摂
末
社
の
巡
拝  

（そ
の
一
）

境
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
三
社
あ
る
境
内
社
は
摂
末
社
と
よ
ば
れ
ま
す
が
、
摂せ

っ

社し
ゃ

と
は
旧
官か

ん

国こ
く

幣へ
い

社し
ゃ

に
お
い
て
境
内
外
に
祀
ら

れ
て
い
る
神
社
の
中
で
特
に
本
社
の
祭
神
と
由
緒
の
深
い
神
社
を
指
し
ま
す
。
そ
の
他
の
境
内
外
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
は
末ま

っ

社し
ゃ

と
い
い
ま
す
。
当
社
の
お

み
く
じ
の
文
末
に
は
信
仰
す
べ
き
摂
末
社
や
御
祭
神
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
御
加
護
を
頂
け
る
よ
う
お
参
り
く
だ
さ
い
。

門も

ん

客
き
ゃ
く

人じ

ん

神じ

ん

社じ

ゃ

稲
田
姫
命
の
両
親
で
あ
る
須
賀
宮
の
守
護
神

足あ
し
な
づ
ち
の
み
こ
と

摩
乳
命

手て

な

づ

ち

の

み

こ

と

摩
乳
命

門
客
人
神
社

御
祭
神

神楽で舞われる
足摩乳命と稲田姫命

お
み
く
じ
の
表
記

①②

③
④

⑤

⑥⑦⑧

⑨ ⑩
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御
祭
神
の
少
彦
名
命
は
大
己

貴
命
と
と
も
に
国
作
り
を
し
た

神
で
医
学
薬
学
の
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
、
当
社
で
は
恵
比
須
様

と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

古
代
の
事
は
詳
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
寛
文
七
年
社
殿
を

造
営
、
明
治
十
年
に
摂
社
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
元
は
参
道

十
四
丁
目
に
鎮
座
し
て
い
ま
し

た
が
明
治
二
十
二
年
十
二
月
に

か
つ
て
の
簸ひ

王お
う

子じ

社し
ゃ

の
本
殿
を

移
築
遷
座
し
、
現
在
は

市
の
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
大

己
貴
命
と
少
彦
名
命
の

お
姿
が
描
か
れ
た
二
福

神
札
は
十
二
月
十
日
の

大
湯
祭
の
み
授
与
を

行
っ
て
お
り
、
授
与
所

が
で
き
る
宗
像
神
社
前

は
参
詣
者
で
賑
わ
い
ま

す
。

　
御
祭
神
の
女
神
三
神
は
、

須
佐
之
男
命
が
天
照
大
御
神

に
悪
心
の
な
い
事
を
試
し
た

誓
約
の
時
に
須
佐
之
男
命
の

剣
か
ら
生
ま
れ
た
神
で
航
海

守
護
の
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
弁
天
島
と
し

て
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
た
宗

像
神
社
は
明
治
三
十
年
十
月

に
摂
社
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
十
二
月
十
日
の
大
湯
祭

で
は
宗
像
神
社
の
前
に
二
福

神
札
や
福
財
布
、
種
銭

の
授
与
所
が
で
き
、
商

売
繁
昌
や
開
運
招
福
を

願
う
大
勢
の
参
拝
者
で

賑
わ
い
ま
す
。

宗む

な

像か

た

神じ

ん

社じ

ゃ

須
佐
之
男
命
の
御
子
神
に
し
て

弁
天
様
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
る

天あ

ま

津つ

神じ

ん

社じ

ゃ

大
己
貴
命
と
共
に

国
造
り
を
行
っ
た
恵
比
須
様

少す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

彦
名
命

天
津
神
社

天
津
社

天
津
の
神

天
津
神

淡
島
の
神

え
び
す
の
神

宗
像
社

宗
像
の
神

御
祭
神

多た

き

り

ひ

め

の

み

こ

と

起
理
比
売
命

市い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

寸
島
比
売
命

田た

ぎ

つ

ひ

め

の

み

こ

と

寸
津
比
売
命

御
祭
神

二福神札　600円

二福神木像  2,500円

福財布  600円

お
み
く
じ
の
表
記

お
み
く
じ
の
表
記
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八
月
十
日
、
境
内
に
て
神
職
子
弟

の
園
児
・
小
・
中
・
高
・
大
学
生
を

対
象
と
し
た
埼
玉
県
神
社
庁
主
催
の

教
化
事
業「
神
主
さ
ん
を
学
ぼ
う
！
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
着
装
や
作
法
体

験
な
ど
の
他
、
当
社
神
職
に
よ
る
境

内
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

　
八
月
十
八
日
、
十
九
日
、
九
月
一

日
、二
日
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
主
催
、

埼
玉
県
神
社
庁
協
力
に
よ
る
一
日
学

校
シ
リ
ー
ズ
「
楽
し
く
学
び　
正
し

く
知
ろ
う
！
第
四
回
も
っ
と
神
社
仏

閣
を
知
ろ
う
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
二

日
間
、
神
社
史
料
研
究
会
の
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
正

式
参
拝
の
後
、
社
務
所
に
て
会
員
に

よ
る
研
究
報
告
を
行
い
、
当
社
蔵
の

「
祭
政
一
致
の
詔
」、

「
明
治
天
皇
行
幸

絵
巻
」
等
、
明
治

天
皇
御
親
祭
や
行

幸
に
関
す
る
古
文

書
を
展
示
致
し
ま

し
た
。

　
氷
川
神
社
の
神
域
か
ら
清
泉
が
湧

き
、
見
沼
へ
と
注
ぐ
神
池
は
、
古
よ

り
蓴じ
ゅ
ん

池ち

と
も
呼
ば
れ
蓴じ

ゅ
ん

菜さ
い

が
清
ら
か

な
水
面
を
覆
い
、
夏
に
は
蛍
が
乱
舞

し
て
お
り
ま
し
た
。
特
に
蛍
に
関
し

て
は
江
戸
期
に
は
将
軍
家
に
、
ま
た

明
治
二
十
六
年
か
ら
昭
和
十
二
年
ま

で
は
皇
室
に
、
日
本
一
の
源
氏
蛍
と

し
て
献
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
終
戦

後
に
急
激
な
宅
地
開
発
等
で
環
境
が

一
変
し
、
蛍
も
蓴
菜
も
姿
を
消
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
環
境

を
整
え
、
境
内
に
蛍
を
自
生
さ
せ
る

為
、
三
年
前
に
熱
意
あ
る
氏
子
崇
敬

者
有
志
に
よ
り
「
氷
川
蛍
の
会
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
池
の
清
掃
や
蛍

の
鑑
賞
会
等
を
催
し
活
動
す
る
中

で
、
こ
の
度
テ
レ
ビ
東
京
『
緊
急
Ｓ

Ｏ
Ｓ
！
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作

戦
』
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
目
に
留
ま

り
、
全
国
五
百
四
十
件
の
依
頼
の
中

か
ら
選
ば
れ
、
今
春
よ
り
調
整
を
行

い
、
九
月
十
三
日
収
録
を
致
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
「
蛍
の
会
」
を
中
心
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
約
百
名
が
集
ま
り
、
午

神
主
さ
ん
を
学
ぼ
う
！

『
緊
急
Ｓ
Ｏ
Ｓ
！
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦
』
収
録

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
一
日
学
校

神
社
史
料
研
究
会
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

拝
殿
に
て
正
式
参
拝
の
後
、
神
社
庁

武
田
事
務
局
長
の
神
道
入
門
講
座
や

祓
詞
浄
書
体
験
、
作
法
体
験
、
ま
た

当
社
神
職
に
よ
る
境
内
案
内
を
実
施

致
し
ま
し
た
。

着装体験

前
七
時
三
十
分
よ
り
拝
殿
に
て
修

祓
、
玉
串
拝
礼
の
後
、
午
前
中
に
生

物
の
捕
獲
、
午
後
に
は
泥
の
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

や

清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
胴
長
姿
で
約
八
十
㎝
の
泥
に
足
を

取
ら
れ
苦
戦
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

今
後
は
神
社
、
蛍
の
会
、
有
識
者
と

協
議
の
上
、
蛍
や
蓴
菜
の
自
生
で
き

る
自
然
環
境
を
目
指
し
、
全
て
の
泥

を
浚
渫
す
る
予
定
で
す
。

（
出
演
者
）田
村
淳
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
大
家
志
津

香
、
笛
木
優
子
、
佐
藤
寛
太 

（
参
加
者
）さ
い
た
ま
市
長
、
新
藤
信
夫
実

行
委
員
長
、
大
宮
区
長
、
さ
い
た
ま
観
光

国
際
協
会
、
さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
、
青

年
会
議
所
、
武
蔵
野
銀
行
、
毎
日
興
業
、

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校　
等

（
放
映
日
）

十
月
十
四
日

（
捕
獲
生
物
リ
ス
ト
）  

鯉
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
フ

ナ
、
モ
ツ
ゴ
、
ヨ
シ

ノ
ボ
リ
、ヘ
ラ
フ
ナ
、

雷
魚
、
ソ
ウ
ギ
ョ
、

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
、
ス
ジ
エ
ビ
、
ヤ

ゴ
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア

カ
ミ
ミ
ガ
メ
、
ク
サ

ガ
メ
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ

チ
ズ
ガ
メ
、
そ
の
他
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七
月
一
日
　
七
月
十
五
日

七
月
の
奉
納
献
華

九
月
の
奉
納
献
華

八
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
草月流　　　　沖山草俊
古流松藤会　　川嶋理智
池坊　　　　　草谷智花
桂古流　　　　小林華侊
桂古流　　　　高橋典花

古流松藤会　　岩波理豊
草月流　　　　沖山草俊
古流松藤会　　川嶋理智
桂古流　　　　小林華侊
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
桂古流　　　　高橋典花

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た

皆
様
の
御
芳
名
を
御
紹
介
し
、
謹
ん

で
御
篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

参
道
清
掃
の
お
申
し
出
、
お
問
い
合

わ
せ
は
社
務
所
ま
で
お
願
い
致
し
ま

す
。　
　
　
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

阿
含
宗
埼
玉
道
場

さ
い
た
ま
市
ジ
ョ
ブ
ア
シ
ス
ト
事
業

み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社

武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

幟旗　一本　　一万円
鳥居　一基　二十万円

　
御
奉
賛
の
お
申
し
込
み
は
神
札
所

ま
た
は
社
務
所
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

稲
荷
神
社
鳥
居
及
び

      

幟
旗
奉
納
に
つ
い
て

敬
神
婦
人
会
湯
茶
接
遇

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

（
敬
称
略
）

七
月

　
　
　
七
日
　
多
田
神
社（
東
京
都
）

　
　
　
八
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
　
八
日
　
例
祭
祭
典
年
番
会
議

　
　
　
十
日
　
梓
川
地
区
神
社
敬
神
婦
人
会

　
　
　
　
　
　（
長
野
県
）

　
　
十
三
日
　
武
蔵
野
銀
行

　
二
十
六
日
　
例
祭
前
清
掃
奉
仕

八
月

　
　
　
十
日
　
神
職
子
弟
神
明
奉
仕
を
学
ぼ
う

　
　
十
二
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
十
八
日
　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
一
日
学
校

　
　
十
九
日
　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
一
日
学
校

　
二
十
六
日
　
神
社
史
料
研
究
会

　
二
十
七
日
　
神
社
史
料
研
究
会

　
　
三
十
日
　
埼
玉
県
別
表
社
宮
司
会

　
三
十
一
日
　
一
の
宮
め
ぐ
り

九
月

　
　
　
一
日
　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
一
日
学
校

　
　
　
二
日
　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
一
日
学
校

　
　
　
三
日
　
八
重
垣
会

　
　
　
八
日
　
吟
道
奉
賛
会

　
　
十
三
日
　
川
田
秀
夫

　
　
十
四
日
　
埼
玉
県
遺
族
連
合
会
女
性
部

　
　
十
六
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
二
十
日
　
氷
川
懇
談
会
部
会

　
　
三
十
日
　
埼
玉
県
茶
道
協
会

　
　
三
十
日
　
諏
訪
神
社
　
弥
栄
会（
新
潟
県
）

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

桂古流　　　　小林華侊
古流松藤会　　川嶋理智
桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
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第
八
号
は
平
成
三
十
一
年
一
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

本殿挙式
三・四・五月の
土日午後のみ

　
当
社
の
御
祭
神
須
佐
之
男
命
は
出
雲
国
須
賀
の
宮
に

稲
田
姫
命
を
お
娶
り
に
な
り
、

“
八
雲
た
つ　
出
雲
八
重
垣　
つ
ま
ご
み
に

　
　
　
　
　
　
　
八
重
垣
つ
く
る　
そ
の
八
重
垣
を
”

と
お
詠
み
に
な
り
御
円
満
の
御
家
庭
を
築
か
れ
御
神
子

大
己
貴
命（
大
国
主
命
）を
始
め
貴
き
御
子
孫
神
を
お
生

み
あ
そ
ば
さ
れ
夫
婦
の
道
を
御
顕
示
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
社
で
は
そ
の
御
神
業
を
崇
び
神
前
結
婚
式
を
通
し

御
神
徳
の
顕
揚
に
努
め
て
居
り
ま
す
。

結 

婚 

式

十万円（本殿挙式は十五万円）
※奏楽入り、別途写真代、衣装代
御相談、お申し込みは

048（641）0137 （9：00～16：00）
結婚式御用部

挙式初穂料

観月雅楽演奏会　　 10月21日 17時半

武蔵菊花会菊花展　  11月1日～15日

神楽　　　　　　　　　　豊栄の舞
管弦　　平調　音取、越天楽、陪臚
舞楽   　　　迦陵頻、落蹲、五常楽

曲目は予定です。
入場無料、未就学児は御遠慮願います

日本郵船氷川丸への菊花展示
10月31日～11月18日（予定）

十
日
市

十
二
月
十
日

と
お
か
ま
ち

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社 

大
湯
祭

さいたま観光 検 索

9日、10日は交通規制がございます


